










１１． 執 筆 要 領
１． 原稿は， 和文または英文とし， オリジナルのほかコピー１部を添えて提出する。
ただし，英文ＡＢＳＴＲＡＣＴおよび和文要約については，さらにコピー１部を別に添えること。
２． 原稿の長さ ： 原著は， 図表， 参考文献等を含めて刷り上がり６頁（４００字詰原稿用紙約２５枚程度，
図表１点を１枚とみなす） 以内とする。 総説， 論説， 短報， 速報， 資料， その他は， 刷り上がり４
頁（４００字詰原稿用紙約１５枚程度， 図表１点を１枚とみなす）以内とする。
３． 引用文献は３０題以内とする。
４． 原稿は， 横書きで， 青または黒インクで槽書で書かれたもの （原稿用紙２０字×２０行＝４００字）， ま
たは， タイプライターおよびワードプロセッサー （３２字×２５行＝８００字） で作成されたものとする。
５． 原稿には別に表紙をつけ， 表題， 著者名， 所属機関名（以上， 和文および英文）， さらに原稿の種
類， 表および図の数， ｒｕｎｎｉｎｇｔｉｔｌｅ（使用言語， 和文 ：３０字以内， 英文 ：６０字以内）， Ｋｅｙｗｏｒ
ｄｓ
（英文５語以内）および希望別刷数を記入する。
６． 総説， 論説， および原著論文には，２００語以内の英文Ａｂｓｔｒａｃｔおよびその和訳 （要約） をつける。
７． 英文は， すべて， ダブルスペースでタイプする。







（学術雑誌） 著者名 （発行年：西暦）表題． 雑誌名， 巻（号）， 頁‐頁。
１） 倉敷太郎 （１９９１） 岡山県の……。 川崎医療福祉学会誌， １ （１），２２２－２２５．
２）Ｅ１ｋｉｎｓＢＨ，ＰａｇｎｏｔｔＯＬＤ ａｎｄＳｍｉｔｈ ＨＬ （１９７４）
Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｉｎ ｕｒｉｎａｌｙｓｙｓ．
Ａ粥ｅγたα７２／％〆“ｓ云“〆 勿ざ彰鰯財Ａ‐ｓｓｏαのわれ力““確 ３５（３），５５９‐５６５．
＜単行本〉 著者名 （発行年 ： 西暦） 表題． 編者， 書名， 版， 発行所， 発行
地，ｐｐ頁－頁．










とする。 これを超える場合は， 実費とする。 写真色刷りは， 実費とする。 また， 校正時に， 原文に
著しい訂正を加えた場合は， 実費を徴収する。
